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8月25日（木曜日）
（第569号）（毎月25日発行）

　　プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
が

　　　　　　　　　　「
木
づ
か
い
応
援
団
」
に

大
沢
啓
二
議
長
に
委
嘱
状
を
交
付

“

”

第
二
幕
は
林
野
庁
長
官
室
で
の
懇
談
会

　
大
臣
室
で
の
委
嘱
式
終
了
後
、
林
野

庁
長
官
室
に
場
所
を
移
し
、
大
沢
氏
を

囲
ん
で
前
田
長
官
、
庄
司
全
木
連
会
長

ら
関
係
者
が
カ
ー
ト
カ
ン
入
り
の
緑
茶

を
飲
み
な
が
ら
約
四
十
分
談
笑
し
た
。

前
田
長
官
や
庄
司
会
長
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
観
点
か
ら
も
木
づ
か
い
運
動

の
展
開
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た

め
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
易
く

説
明
、
こ
れ
に
対
し
て
大
沢
氏
は
、
ユ

ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
し
、

木
づ
か
い
の
必
要
性
に
理
解
を
示
し
た
。

　
大
沢
氏
と
い
え
ば
、
プ
ロ
野
球
界
の

ご
意
見
番
と
し
て
存
在
感
の
あ
る
大
物
。

選
手
時
代
は
パ
リ
ー
グ
南
海
で
の
活
躍

が
有
名
。
そ
の
後
日
本
ハ
ム
の
監
督
と

し
て
力
量
を
発
揮
し
た
。
愛
称
は
親
分
。

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
日
曜
日
の
サ
ン
デ
ー

モ
ー
ニ
ン
グ
で
は
張
本
勲
氏
（
広
島
出

身
・
巨
人
Ｏ
Ｂ
）
と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

し
て
ス
ポ
ー
ツ
番
組
を
担
当
。「
あ
っ
ぱ

れ
」「
渇
！
」
の
決
ま
り
文
句
を
歯
切
れ

よ
く
連
発
し
て
視
聴
者
を
魅
了
し
て
い

る
。
こ
の
日
も
大
臣
室
・
長
官
室
で

「
あ
っ
ぱ
れ
」
を
繰
り
返
し
た
。

庄
司
会
長
と
気
さ
く
に
語
ら
う

観
客
数
は
３
０
万
人
超

　
同
リ
ー
グ
は
発
足
か
ら
今
年
で
五
年

目
を
迎
え
る
。
毎
年
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

（
十
一
月
〜
一
月
）
に
五
大
ド
ー
ム
を

中
心
に
全
国
で
試
合
を
開
催
し
、
全
試

合
観
客
数
は
三
十
万
人
を
超
え
て
い
る
。

基
本
理
念
は
七
項
目
で
、
こ
の
中
に
は

「
地
域
社
会
の
活
性
化
と
振
興
に
貢
献
」

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
関

　
七
月
二
十
日
は
全
木
連
な
ど
木
材
関
係
団
体
に
と
っ
て
思

わ
ぬ
　　好
日
　　と
な
っ
た
。
こ
の
日
、
島
村
宜
伸
農
林
水
産

大
臣
（
当
時
）
は
大
臣
室
に
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ

議
長
・
大
沢
啓
二
氏
（
元
日
本
ハ
ム
球
団
監
督
）
を
招
き
、

同
リ
ー
グ
を
「
木
づ
か
い
応
援
団
」
と
し
て
正
式
に
委
嘱
す

る
「
委
嘱
状
」
を
交
付
し
た
。
こ
の
種
の
イ
ベ
ン
ト
は
農
林

水
産
省
に
と
っ
て
極
め
て
異
例
な
こ
と
。
委
嘱
式
に
は
、
前

田
直
登
林
野
庁
長
官
、
庄
司
橙
太
郎
全
木
連
会
長
、
前
川
豊

司
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長
も
同
席
し
た
。
委
嘱
式

終
了
後
、
大
沢
氏
は
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
事
務
局
長
の
一
木

良
文
氏
ら
を
伴
い
、
林
野
庁
長
官
室
で
木
づ
か
い
運
動
な
ど

を
話
題
に
前
田
長
官
や
庄
司
全
木
連
会
長
ら
と
、
約
三
十
分

間
に
わ
た
っ
て
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

　
　
　
大
沢
議
長
に
委
嘱
状
を
交
付

三
面
　
木
材
産
業
研
修
会
を
開
催

　
　
　
二
日
間
に
わ
た
り
幅
広
く
研
修

四
面
　
景
況
調
査

一
〜
　
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ

二
面
　
が
「
木
づ
か
い
応
援
団
」
に

　
　
　
お
知
ら
せ

　
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
を

「
木
づ
か
い
応
援
団
」
に
委
嘱
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
十
一
時
五
十
分

か
ら
開
か
れ
た
。
大
臣
室
に
は
、
テ
レ

ビ
各
社
、
一
般
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
、
農

林
業
界
紙
な
ど
四
十
社
の
報
道
関
係
者

が
押
し
か
け
、
カ
メ
ラ
の
放
列
が
敷
か

れ
る
な
か
で
委
嘱
式
が
進
め
ら
れ
た
。

　
島
村
大
臣
と
大
沢
氏
は
ゴ
ル
フ
な
ど

を
通
じ
て
親
し
い
仲
。
こ
の
日
も
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
た
。
報
道
陣
に

も
笑
い
声
が
出
る
明
る
い
雰
囲
気
の
中

で
、
大
臣
か
ら
委
嘱
状
交
付
の
趣
旨
を

説
明
し
て
、
大
沢
氏
に
「
委
嘱
状
」（
別

掲
）
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
大
沢
氏
が
「
マ
ス
タ

ー
ズ
リ
ー
グ
加
盟
球
団
の
試
合
な
ど
の

際
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
、
委
嘱
式
を
終
了
し
た
。

　
庄
司
全
木
連
会
長
は
長
官
室
で
の
懇

談
の
場
で
大
沢
氏
に
「
農
林
水
産
省
が

正
式
名
称
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ

め
『
農
水
省
』
と
呼
ぶ
人
が
多
い
の
で

す
。
大
臣
も
自
ら
農
林
水
産
省
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

理
解
を
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
大
沢
氏
も

「
そ
う
だ
よ
な
ぁ
。『
林
』
が
抜
け
た
ら

お
か
し
い
よ
な
あ
」
と
相
槌
を
打
っ
た
。

　
さ
ら
に
庄
司
会
長
が
「
十
月
一
、
二

日
の
両
日
に
東
京
都
木
連
主
催
の
『
木

と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
』
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
都
合
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
来
場
を
請

う
と
、「
講
演
な
ど
と
く
に
用
事
が
無
け

れ
ば
な
ぁ
。
出
る
よ
」
と
、
い
つ
も
の

大
沢
節
で
答
え
て
く
れ
た
。
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連
付
け
て
地
域
材
利
用
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
「
木
づ
か
い
運
動
応
援
団
」
に
委
嘱

す
る
こ
と
が
「
適
当
と
判
断
し
た
」（
林

野
庁
木
材
課
）
と
い
う
。

　
木
材
課
に
よ
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー

グ
が
展
開
す
る
「
木
づ
か
い
運
動
」
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
グ
事

務
局
と
の
間
で
協
議
し
て
い
く
。
例
え

ば
①
農
林
水
産
省
の
ポ
ス
タ
ー
モ
デ
ル

②
各
種
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ゲ
ス
ト
出

演
③
公
式
戦
や
少
年
野
球
教
室
で
の
Ｐ

Ｒ
④
フ
ァ
ン
向
け
グ
ッ
ズ
へ
木
づ
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
掲
載
　
　
な
ど
を
行
う
予

定
。
試
合
場
（
ド
ー
ム
）
の
電
光
掲
示

板
な
ど
も
利
用
し
て
い
き
た
い
と
の
考

え
だ
。

　
一
方
、
欽
ち
ゃ
ん
球
団
と
の
関
係
に

今
年
の
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

　
　
10
月
19
日
に
石
川
県
で
開
催

◆
事
務
局
か
ら
お
し
ら
せ

　
全
木
連
・
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第

四
十
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
は
、

十
月
十
九
日
に
石
川
県
立
音
楽
堂
で
、

北
陸
支
部
の
担
当
に
よ
り
開
催
す
る
。

　
第
一
部
大
会
議
事
。
こ
の
中
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。
第
二
部
表
彰
式
。

第
三
部
郷
土
芸
能
披
露
。
第
四
部
懇
親

会
の
構
成
。

　
全
国
か
ら
九
百
名
の
参
加
を
期
待
し

て
い
る
。

　
技
術
主
幹
の
久
田
卓
興
は
、
七
月
三

十
一
日
付
で
退
職
し
ま
し
た
（
森
林
総

合
研
究
所
理
事
に
就
任
）。

つ
い
て
は
、
萩
本
欽
一
氏
が
マ
ス
タ
ー

ズ
リ
ー
グ
委
員
（
広
報
担
当
）
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
木
づ
か
い
応
援
団
活

動
の
一
環
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
と

い
う
。

■
チ
ー
ム
数
・
大
会
形
式

　
五
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
。
参
加

チ
ー
ム
は
①
札
幌
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
②
東

京
ド
リ
ー
ム
ス
③
名
古
屋
エ
イ
テ
ィ
ー

デ
イ
ザ
ー
ス
④
大
阪
ロ
マ
ン
ズ
⑤
福
岡

ド
ン
タ
ク
ズ
。
チ
ー
ム
編
成
は
原
則
四

十
歳
以
上
の
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
で
約
二
百

人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
協
力
は
全
国

野
球
振
興
会
、
自
民
党
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
、

ピ
ー
タ
ー
子
供
基
金
、
全
日
本
ろ
う
社

会
人
軟
式
野
球
連
盟
。

■
組
織

　
▼
議
長
・
大
沢
啓
二
▼
委
員
＝
土
井

淳
（
試
合
進
行
）、岡
田
功
（
ル
ー
ル
担

当
）、佐
々
木
信
也
（
普
及
推
進
）、渡
辺

純
一
（
放
送
担
当
）、萩
本
欽
一
（
広
報

担
当
）、渡
辺
謙
太
郎
（
実
況
担
当
）、一

木
良
文
（
運
営
担
当
、
リ
ー
グ
事
務
局

長
）

■
球
団
監
督
と
主
な
選
手

　
▼
札
幌
＝
古
葉
竹
識
監
督
、
土
井
正

三
、
石
毛
宏
典
▼
東
京
＝
土
橋
正
幸
監

督
、
村
田
兆
治
、
江
夏
豊
▼
名
古
屋
＝

中
利
夫
監
督
、
高
木
守
道
、
大
島
康
徳

▼
大
阪
＝
吉
田
義
男
監
督
、
山
田
久
志
、

川
藤
幸
三
▼
福
岡
＝
稲
尾
和
久
監
督
、

中
西
太
、
東
尾
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
　
　「
委
嘱
状
」

プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
殿

　
貴
殿
を
木
づ
か
い
運
動
の
推
進
に

向
け
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

「
木
づ
か
い
応
援
団
」
に
委
嘱
す
る

　
委
嘱
期
間
は
平
成
二
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
と
す
る

　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
日

　
農
林
水
産
大
臣
　
島
村
宜
伸

【
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
の
概
要
】

前田林野庁長官（写真中央)、庄司全木連会長（1人おいて左）

と懇談する大沢啓二氏（中央右側)。

（林野庁長官室にて）

島村農林水産大臣（写真中央）から委嘱状を受けとる

大沢啓二氏（左端)。その右に立ち合う庄司全木連会長。

（大臣室にて）



全　　　木　　　連　　　時　　　報

―　3　―

平成17年8月25日（木曜日） （第569号）（第三種郵便物認可）

　
全
木
連
・
全
木
協
連
は
、
七
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

愛
知
県
名
古
屋
市
の
名
古
屋
木
材
会
館
で
「
木
材
産
業
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

各
都
道
府
県
木
連
の
事
務
局
の
常
勤
役
職
員
ら
約
六
十
名
が
参
加
し
た
。
研
修

内
容
は
、
①
協
同
組
合
組
織
の
再
編
・
強
化
②
協
同
組
合
会
計
の
要
点
③
木
材

製
品
自
主
表
示
（
ラ
ベ
リ
ン
グ
）
制
度
の
普
及
④
消
費
地
の
木
材
産
業
の
展
望

⑤
木
材
産
業
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
推
進
⑥
経
営

者
の
危
機
管
理
⑦
愛
知
万
博
に
お
け
る
施
設
の
木
造
化
⑧
愛
知
万
博
に
お
け
る

地
域
材
利
用
の
取
組
⑨
地
域
材
の
利
用
推
進
に
つ
い
て
　
　
の
九
項
目
。
そ
れ

ぞ
れ
担
当
の
講
師
か
ら
講
義
を
受
け
、
予
定
通
り
終
了
し
た
。

　　木
材
産
業
研
修
会
を
開
催

界
は
特
に
そ
の
観
が
強
く
、
そ
こ
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
の
講
義
と
な
っ
た
。

　
内
容
は
み
ず
ほ
情
報
総
研
が
過
去
に

行
っ
た
組
合
活
動
に
関
す
る
調
査
結
果

を
踏
ま
え
た
も
の
。
興
味
深
い
の
は
、

現
状
に
問
題
を
感
じ
な
が
ら
も
、
現
状

維
持
の
指
向
が
強
い
こ
と
。
こ
れ
は
企

業
で
は
あ
り
え
な
い
組
合
特
有
の
傾
向

と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
取
り
組
み
の

ポ
イ
ン
ト
や
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、

参
考
材
料
も
そ
こ
に
見
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
②
協
同
組
合
会
計
の
要
点

　
講
師
は
清
水
会
計
事
務
所
の
清
水
英

文
氏
。
清
水
氏
は
組
合
会
計
の
特
色
と

留
意
点
と
し
て
、「
応
益
負
担
」「
予
算
会

営
者
に
求
め
ら
れ
る
と
し
、
事
故
を
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
が
、
危
機
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
る
と
説
明
し
た
。
こ
の

テ
ー
マ
は
、
前
述
の
産
地
表
示
の
誤
表
示

な
ど
を
想
定
し
て
、講
義
に
加
え
た
も
の
。

　
⑦
愛
知
万
博
に
お
け
る
施
設
の
木
造
化

　
講
師
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農

学
研
究
科
教
授
の
土
川
覚
氏
。
土
川
氏

は
会
場
施
設
全
般
に
つ
い
て
詳
し
く
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
木
材
学
会
五
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
万
博
に
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
参
画
し
た
報
告
、
参

観
者
の
反
応
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
⑧
愛
知
万
博
に
お
け
る
地
域
材
利
用

の
取
り
組
み

　
講
師
は
愛
知
県
林
務
課
の
山
本
剛
久

氏
。
前
項
の
講
義
に
続
く
も
の
で
あ
り
、

地
域
材
の
利
用
に
焦
点
を
絞
っ
て
説
明
。

地
域
材
利
用
の
た
め
の
募
金
の
実
施
や
、

木
材
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
利
用
と
結
果

な
ど
、
取
組
み
の
報
告
や
運
用
上
の
問

題
な
ど
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
た
。

　
⑨
地
域
材
の
利
用
推
進

　
全
木
連
よ
り
、
違
法
伐
採
問
題
に
つ

い
て
の
国
内
対
応
、
森
林
活
性
化
協
議

会
の
座
長
報
告
、「
木
づ
か
い
運
動
」
の

展
開
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
そ
の
他
、
講
義
の
合
間
の
昼
休
み
時

間
、
講
義
終
了
後
の
時
間
を
利
用
し
て

次
の
報
告
事
項
を
説
明
し
て
研
修
会
を

終
了
し
た
。

　
①
第
四
十
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大

会
へ
の
参
加
要
請
②
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
改
正

に
伴
う
全
木
連
（
検
査
部
）
組
織
の
見

直
し
③
公
益
法
人
制
度
改
正
の
動
き
④

住
宅
政
策
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
　二
日
間
に
わ
た
り
幅
広
く
研
修

　
今
年
度
の
研
修
会
は
愛
知
万
博
の
開

会
期
間
に
あ
わ
せ
て
の
実
施
。
万
博
会

場
施
設
に
木
材
利
用
事
例
が
多
い
た
め
、

研
修
終
了
翌
日
の
土
曜
日
に
参
加
者
が

見
学
で
き
る
よ
う
に
便
宜
を
図
っ
た
も

の
。
二
十
九
、
三
十
日
に
は
、
全
木
連

が
実
施
主
体
の
「
森
を
育
む
木
の
住
ま

い
普
及
推
進
事
業
」
の
一
環
で
日
本
木

青
連
が
万
博
会
場
に
出
展
し
、
森
林
教

室
な
ど
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

　
テ
ー
マ
別
の
研
修
概
要
は
次
の
通
り
。

　
①
協
同
組
合
組
織
の
再
編
・
強
化
に

つ
い
て

　
講
師
は
み
ず
ほ
情
報
総
研
の
江
淵
弓

浩
氏
。
各
地
域
、
各
業
種
と
も
中
小
企

業
組
合
は
、
組
合
員
の
減
少
、
組
合
事

業
の
低
迷
を
迎
え
て
い
る
が
、
木
材
業

計
制
度
」
な
ど
八
項
目
に
つ
い
て
説
明

し
、
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
と

と
も
に
、
会
計
処
理
の
実
務
上
の
手
続

に
つ
い
て
、「
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
の

処
理
」「
海
外
渡
航
費
の
取
扱
い
」
な
ど

十
一
項
目
の
例
を
挙
げ
て
解
説
し
、
組

合
会
計
の
要
点
を
講
義
し
た
。

　
協
同
組
合
の
会
計
自
体
は
難
し
い
も

の
で
は
な
い
が
、
企
業
会
計
と
は
異
な

る
点
も
多
い
。
研
修
会
参
加
者
に
は
、

協
同
組
合
の
ベ
テ
ラ
ン
も
多
い
半
面
、

今
年
は
新
し
く
参
加
さ
れ
た
方
も
多
い
。

ま
た
、
日
頃
、
各
県
木
協
連
の
担
当
者

か
ら
全
木
協
連
に
会
計
処
理
に
つ
い
て

の
問
い
合
せ
が
多
い
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
て
、
あ
え
て
今
回
、
講
義
科
目
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
③
木
材
製
品
自
主
表
示
（
ラ
ベ
リ
ン

グ
）
制
度
の
普
及

　
講
師
は
木
材
表
示
推
進
協
議
会
会
長

の
岡
野
健
氏
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

従
前
よ
り
何
回
か
研
修
の
場
を
も
っ
た

が
、
協
議
会
が
四
月
に
発
足
し
て
か
ら

は
初
め
て
の
こ
と
。

　
岡
野
氏
は
制
度
全
般
の
概
要
と
普
及

に
際
し
て
の
要
点
を
具
体
例
に
あ
て
は

め
て
解
説
し
た
。
特
に
、
外
材
に
つ
い

て
は
、
な
じ
み
の
薄
い
樹
種
な
ど
が
広

く
使
わ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
そ
の
表

示
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

　
④
消
費
地
の
木
材
産
業
の
展
望

　
講
師
は
東
海
木
材
相
互
市
場
社
長
の

鈴
木
和
雄
氏
。
鈴
木
氏
は
同
市
場
統
合

の
背
景
を
説
明
す
る
中
で
需
給
構
造
の

変
化
を
概
説
。
ま
た
、
レ
コ
ー
ド
か
ら

Ｃ
Ｄ
へ
と
機
能
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

い
く
ら
商
品
が
良
く
て
も
レ
コ
ー
ド
針

が
売
れ
な
く
な
る
運
命
に
あ
る
こ
と
を

例
に
挙
げ
、
枕
木
、
電
柱
、
木
型
、
リ

ン
ゴ
箱
、
天
井
板
も
木
材
か
ら
離
れ
て

い
く
現
状
に
あ
る
と
指
摘
。
一
方
で
、

木
材
の
機
能
性
を
求
め
て
い
く
方
向
は

あ
る
と
し
た
。

　
さ
ら
に
「
今
、
最
も
重
要
な
問
題
は

木
材
価
格
の
下
落
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、

外
材
に
頼
っ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
家

は
土
地
と
と
も
に
動
き
、
家
は
産
業
の

あ
る
所
に
建
つ
。
蜂
と
花
の
関
係
の
よ

う
に
商
売
は
客
の
商
売
を
成
り
立
た
せ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
地

で
あ
れ
、
都
市
部
で
あ
れ
、
商
売
は
、

あ
る
が
ま
ま
に
行
う
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
」
と
自
説
を
披
露
し
た
。

　
⑤
木
材
産
業
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理

と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
推
進

　
講
師
は
イ
オ
リ
ナ
社
長
の
村
上
泰
司

氏
。
村
上
氏
は
本
論
に
入
る
前
に
住
宅

産
業
の
現
状
に
つ
い
て
一
節
。
木
材
に

こ
だ
わ
っ
た
住
宅
を
求
め
る
人
は
レ
ア

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
レ
ア
ケ
ー
ス
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
結
論
的
に
、

木
造
住
宅
は
理
屈
で
負
け
て
い
る
と
厳

し
く
指
摘
し
、
現
状
を
解
説
し
た
。

　
本
論
の
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、

規
制
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
注
意
す
べ

き
こ
と
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も

に
、
不
法
投
棄
の
現
状
や
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
促
進
の
問
題
点
に
つ
い
て
わ
か

り
易
く
説
明
し
た
。

　
⑥
経
営
者
の
危
機
管
理

　
講
師
は
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
佐
溝
薫
氏
。

佐
溝
氏
は
災
害
コ
ス
ト
を
常
に
意
識
し

て
、
事
故
を
危
機
に
し
な
い
努
力
が
経
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一定の要件を満たした保証申込みに  
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お役に立ちます　林業・木材産業信用保証 

林業・木材産業発展のために 

全　　　木　　　連　　　時　　　報

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

―　4　―

増　　加 減　　少

保ち合い

保ち合い

強　含　み

強　含　み 弱　含　み

変らず

弱　含　み

平成17年8月25日（木曜日） （第569号）（第三種郵便物認可）

7月分集計表
モニター数93　　回答数68　　回収率73％

増加22％（15）
増加16％（11）
上昇　1％（　1）
上昇　9％（　6）

増加16％（11）
増加10％（　7）
上昇　4％（　3）
上昇10％（　7）

22％（13）
14％（　7）
13％（　7）
　5％（　3）

34％（21）

－％（－） －％（－） －％（－）

75％（43）
80％（40）
75％（39）
76％（43）

66％（41）

　3％（　2）
　6％（　3）
12％（　6）
19％（11）

　0％（　0）

減少18％（12）
減少22％（15）
下降　9％（　6）
下降　9％（　6）

減少24％（16）
減少25％（17）
下降　7％（　5）
下降　7％（　5）

変わらず60％（41）
変わらず62％（42）
変わらず90％（61）
変わらず82％（56）

変わらず60％（41）
変わらず65％（44）
変わらず89％（60）
変わらず83％（56）

モニター数98　　回答数73　　回収率74％

増加39％（28）
増加29％（21）
上昇　1％（　1）
上昇15％（11）

増加17％（12）
増加12％（　9）
上昇　1％（　1）
上昇10％（　7）

17％（　6）
12％（　3）
17％（　6）
16％（　9）

50％（11）

減少12％（　9）
減少35％（25）
下降11％（　8）
下降20％（14）

減少23％（17）
減少25％（18）
下降　6％（　4）
下降　7％（　5）

　6％（　2）
　8％（　2）
　5％（　2）
23％（13）

　9％（　2）

変わらず49％（35）
変わらず36％（26）
変わらず88％（63）
変わらず65％（47）

変わらず60％（43）
変わらず63％（45）
変わらず93％（67）
変わらず83％（60）

77％（27）
80％（20）
78％（28）
61％（34）

41％（　9）

　
平
成
18
年
（
二
〇
〇
六
年
）
版

　
木
材
P
R
用
カ
レ
ン
ダ
ー

　　　　　　　　　
　
　
　
　
予
約
受
付
中

・１社100部単位にて、ご予約受付けます。
・ご希望のとおりに社名印刷してお届けします。
　（社名印刷はサービスいたします）
・1部700円（社名印刷が昨年と同じ場合は1部680円に
　　割引きします)。消費税別。
・サイズ　364X515　／
・お申し込みは、全木連（03－3580－3215）まで

m
m

【受験資格】
①昭和36年4月2日から昭和46年4月1日までに生まれた方
②民間企業等における実務経験
　（木材流通・加工関係企業等）が10年以上ある方
③日本国籍を有する者
【受付期間】
昭和17年8月1日（月）～平成17年9月30日（金）
※詳しくは「長崎県のホームページ」　
　平成17年度長崎県職員採用選考試験
　http://www.pref.nagasaki.jp/jinji/saiyou/
　にアクセスして下さい。

“求む”　長崎県職員
（民間企業の経験を県庁で活かしてみませんか！）


